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一半 未Dヒ Fシヒヘの動さ

第二人せ尋大半牟後のビ卑と日本
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里亭 固 Y TA― ぅた 。 悌二〕たは昇大7,で
鮮 ,■ 口 ,

アプアゃアフリカ4生セπハイk立運多ヵヵ、ヽ■ここり次 |々、 あКit果 たした。

騎 後、アプァ常落国のあ駄tの 故だ専t与 えたのは日本でした

そのことな.アプァ言な国ゥヽらQ中 .キ吉・玲Ft『讀く)今π"t晨 部け

せ代■いきす。 たなったら,YO｀ Tり BEで F泄 ネ ld日 本 を Yヽ うλてぃるか』

Yし うヽ脅璃己tぜ
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覧くだくtl。 熙わず ダ罠へ 宏■すよ J」

ちャ1)|し ,ガィの/7ク ll lノ ト・デフ毛―トモち相の珀名十『宅策tぜ 経`乍します。
r日 本のぉかけ.・ 7ザ 'ァのち老口lは づぺてな立した。日本としヽラお母せたは

家筐た して母 ィ本電 キ負
・

った ぺ 牲 ま欠た ζイ史11す 〈すくYら ぅπ ぃろ .

存曰、東南ァプァの七名風厖パ米吹ヒ月写|.税かく嗜るの11、 ~体
ヤ笛の方 か 1ザ

Iで
あ ろのヵヽ 。 そ欠 は -3/■ 深負し■ イニtほ した 日本 と い う

4夕母tた費力ま ためて1あ る。|>月 2日 は.翁 klミ この會大電 ,マ 苺■

打、してくれた お月 せたぅ、 一 身屯 史者して官大 ス た t士 久た 日 ■"あ ろ。
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国際連全 (国運♪

tすよηlっ.謳ヨ閉ミ 唱 ヒのふ l lJ、 軍孫ハ,あ 3ブ なヽЧが。

国際 違咀 |ま 堕咳ちいなか,■ けず 国際連雀lま 軍隊t+1っ■ち

筆 は々この日なたkπ ほサミら7れ 1。 一‐」


